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『娘のふるさと』という資料を通して，

「ふるさと」について考えを深めました！ 

 

文部科学省資料 

『私たちの道徳』P.201 より引用 

『ふるさと』というのは，『自分の生まれ育った町』というものだけでな

く，たくさんの思い出が詰まっていて，本当に好きで，「ここがふるさとで

良かった」と思える町が『ふるさと』というのだと思う。 

ふるさとは，その人が生まれ育ち，見慣れたような町だと思う。理由は，

長くいるだけでは，そこがはっきりとふるさとだと言える場所じゃないと

思ったから。 

ふるさとは，自分自身にとって思い出がたくさんあって楽しい所。楽し

かった所。「ここにいて良かった」と思えるような所がふるさとと言えると

思う。 

ふるさととは，自分が今，大切に思っている町のことだと思った。思い

出がたくさんあった方が心に残るので，ふるさとだと思えるのかなとも思

った。 

ふるさととは，自分の生まれ育った場所ではなく，自分が一番楽しめる

所だと思った。 

ふるさとは，自分が最も大切にできる場所だと思います。いくら他の町

に馴染んでいたとしても，思いや大切にする心がないと，ふるさととは言

えないと思いました。 

ふるさとは，自分が生まれ，育ててくれ，楽しい思い出や友達などがい

る所。色々なことを学ぶことができる所。過ごしやすい所。 

ふるさととは，その人がこれからの時間とこれまでの時間を過ごす（過

ごした）場所だと思う。また，馴染み深いだけでなく，これから馴染んで

いく所だと思う。 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwj5z9mKnZLWAhWBnpQKHUd_BZYQjRwIBw&url=http://01.gatag.net/tag/%E9%9B%86%E5%9B%A3%EF%BC%88%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%97%EF%BC%89/&psig=AFQjCNG68mL0htkNFxDTECl5n_HlnnI-Lg&ust=1504842181643503

